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議会の運営に
0.9％

行政計画の推進の
ために
14.3％

福祉の充実と
生活の安定化
のために
25.9％

商業等の振興に
4.9％

道路や公園などの
整備のために
10.7％

消防、防災、
救助活動に
3.3％

教育環境の充実
と生涯学習の
ために
9.4％

災害の復旧に
0.2％

借りたお金の
返済に 14.6％

0%

0.1％

使うお金
177億8千万円177億8千万円

自主財源

依存財源

みなさんからの
税金（市税）
14.6％

繰入金や
諸収入
など
13.8％

国の税金から配分されたお金
（地方交付税）
41.9％

借りるお金
（市債）
7.4％

国からの補助金
（国庫支出金）
11.0％

入るお金

その他
（地方譲与税・交付金など）

4.8%

【議会費】

【総務費】

【民生費】

病気の予防や
ごみ処理などに

8.3％

【衛生費】【商工費】

【土木費】

【消防費】

【災害復旧費】

【公債費】 【諸支出金】

【予備費】

【教育費】

農業林業畜産業などの
活性化に

【農林水産業費】

7.2％ 0.2％

雇用の拡大、
定着などに

【労働費】

県からの補助金
（県支出金）

6.5%

自主財源

依存財源

177億8,000万円
（前年度比△ 0.1%）

一般会計予算総額

グラフで見る平成30年度一般会計予算

目玉

新規

新規

新規

米産地戦略推進事業 若者しごとサポート事業

地域まるごと応援事業高校魅力化サポート事業

遠野産米の生産をバックアップ
若者の安定した生活を応援するため、
家賃補助などを行う

地域の主体的な活動のために、
一括交付金 300 万円を各地区に交付

市内の高校に公共交通機関で通う生徒の交通費
を半額補助し、学校の魅力を発信

925
万円

666
万円

2,208
万円

6,317
万円

仕　事
産業振興・雇用の確保

58事業・14億 2,500万円

少子化対策  子育て支援
38事業

16億 9,100万円

まるごと応援予算
小さな拠点（地域）づくり

26事業
４億2,300万円

子 育 て 地　域

産業振興・雇用の確保の
分野においては、若者の
働きやすい、高年齢者の
活躍できる場の確保など。

少
子
化
対
策
・
子
育
て
支
援
の

分
野
で
は
、
新
装
し
た
東
舘
庁

舎
で
の
支
援
の
充
実
、
英
語
教

育
の
充
実
、
遠
野
ス
タ
イ
ル
結

婚
応
援
事
業
な
ど
。

小さな拠点づくりでは、鱒
沢地区センターの整備、11
地区への一括交付金で、地
域のやる気と元気の応援な
どが特徴となっています。

平成30年度当初予算概要平成30年度当初予算概要
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地
域
経
済
の
発
展
、
市

民
生
活
の
向
上
を
目
的

に問 

※
産
業
振
興
条
例
第

４
条
に
事
業
者
の
役
割
と

あ
る
が
。

答　
事
業
者
は
基
本
理
念

に
基
づ
い
て
、
多
様
な
就

業
機
会
を
創
出
し
て
基
盤

の
強
化
と
創
造
的
事
業
活

動
を
自
主
的
に
実
施
す
る
。

問　
第
８
条
の
金
融
支
援

は
創
造
的
事
業
の
み
か
、

産
業
振
興
全
般
に
対
す
る

支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
基
本
的
に
は
起
業
す

る
事
業
者
を
後
押
し
す
る

が
、
金
融
機
関
が
事
業
計

画
を
審
査
し
て
、
地
方
創

生
協
定
に
よ
り
支
援
す

る
。
現
在
６
次
産
業
チ
ャ

レ
ン
ジ
事
業
の
２
件
の
利

用
が
あ
る
。

問　
こ
の
条
例
の
作
成
に

あ
た
り
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
や
審
議
会
と
の
検

討
は
な
さ
れ
た
の
か
。

答　
総
合
計
画
基
本
計
画

の
一
部
で
あ
る
「
ま
ち
、

ひ
と
、し
ご
と
総
合
戦
略
」

が
基
本
で
あ
る
。
総
合
計

画
審
議
会
に
諮
り
作
成
さ

れ
た
。

問　
当
市
に
は
い
ろ
ん
な

条
例
や
規
則
が
あ
る
が
重

複
し
な
い
の
か
。

答　
基
本
条
例
で
あ
り
、

平
成
30
年
度
に
こ
の
条
例

に
よ
り
市
の
産
業
振
興
に

ス
ピ
ー
ド
感
を
加
え
る
。

※
産
業
振
興
条
例

産
業
振
興
と
雇
用
確
保
に
関
す

る
基
本
条
例
で
、
産
業
振
興
に

臨
む
基
本
理
念
を
共
有
し
、
市

の
責
務
、
事
業
者
と
市
民
の
役

割
、
市
が
財
政
上
や
行
政
上
で

講
ず
べ
き
措
置
な
ど
を
規
定
し

て
い
る
。

米
産
地
戦
略
推
進
事
業

で
出
荷
量
の
拡
大
が
図

ら
れ
る
の
か

問　
生
産
量
の
出
荷
拡
大

の
た
め
の
カ
ン
ト
リ
ー
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
利
用
助
成
の

内
容
は
。

答　
「
い
わ
て
っ
こ
」
栽

培
者
を
対
象
に
、
個
人
利

用
は
1/2
、
団
体
利
用
は
2/3

助
成
す
る
。

問　
個
人
と
団
体
で
差
を

つ
け
る
理
由
は
。

答　
団
体
の
場
合
、
共
同

作
業
に
よ
る
一
斉
防
除
や

異
物
混
入
防
止
や
品
質
の

均
一
化
に
よ
り
、
安
定
し

た
供
給
が
図
ら
れ
る
た
め
。

問　
個
人
の
場
合
、
防
除

体
制
が
不
十
分
、
収
穫
時

の
作
業
で
異
物
混
入
等
散

見
さ
れ
、
品
質
が
低
下
す

る
と
い
う
だ
け
で
差
を
つ

け
る
の
は
問
題
で
は
。

答　
団
体
で
取
り
組
ん
で

も
ら
う
こ
と
で
動
機
を
つ

け
、
出
荷
量
の
拡
大
に
繋

げ
る
ね
ら
い
が
あ
る
。

問　
出
荷
量
拡
大
の
た
め

に
、
助
成
の
統
一
に
向
け

た
見
直
し
の
考
え
は
な
い

の
か
。

答　
生
産
者
の
意
見
も
踏

ま
え
た
見
直
し
は
、
単
独

事
業
な
の
で
可
能
で
あ
る
。

個
人
・
団
体
に
と
ら
わ
れ

ず
集
団
で
の
取
り
組
み
も

含
め
検
討
し
て
い
く
。

全
国
ど
ぶ
ろ
く
研
究
大

会
を
開
催

問　
ど
ぶ
ろ
く
特
区
活
性

化
事
業
の
、
全
国
ど
ぶ
ろ

く
研
究
大
会
実
行
委
員
会

負
担
金
２
７
０
万
円
の
内

容
は
。

答　
平
成
31
年
２
月
に
全

国
ど
ぶ
ろ
く
研
究
大
会
を

遠
野
市
で
開
催
す
る
。
平

成
17
年
度
に
第
１
回
目
が

遠
野
市
で
開
催
さ
れ
て
か

ら
今
回
は
13
回
目
と
な
る
。

　

あ
え
り
あ
、
市
民
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
、
３
０
０

名
の
参
加
者
を
予
定
に
開

催
す
る
も
の
で
、
講
演
と

事
例
発
表
、
ど
ぶ
ろ
く
の

コ
ン
テ
ス
ト
を
行
い
、
優

秀
賞
を
表
彰
す
る
。
早
目

に
市
内
外
へ
Ｐ
Ｒ
を
し
て

い
く
。

新
た
な
森
林
整
備
計
画

が
ス
タ
ー
ト
す
る

問　
平
成
30
年
４
月
１
日

か
ら
の
新
た
な
森
林
整
備

計
画
に
基
づ
く
も
の
が
、

平
成
30
年
度
予
算
に
見
え

て
こ
な
い
。
ど
の
よ
う
に

組
み
立
て
ら
れ
た
の
か
。

答　
新
た
な
計
画
に
は
、

有
害
鳥
獣
対
策
、
路
網
整

備
、
林
業
従
事
者
の
養
成

確
保
、
ナ
ラ
枯
れ
被
害
対

策
及
び
低
コ
ス
ト
造
林
を

追
加
し
た
。

　

平
成
30
年
度
も
県
民
税

予
算
（
い
わ
て
環
境
の
森

整
備
事
業
）
で
ア
カ
マ
ツ

林
の
広
葉
樹
林
化
を
行

い
、
松
く
い
虫
対
策
を
図

り
山
づ
く
り
を
進
め
る
。

問　
原
木
し
い
た
け
生
産

現
場
で
は
植
菌
し
て
も
収

穫
で
き
ず
に
処
分
を
繰
り

返
し
て
い
る
。
補
助
金
の

趣
旨
か
ら
考
え
、
農
家
の

　
予
算
等
審
査
特
別
委
員
会
（
議
長
を
除
く
17
人
の
議
員
で

構
成
、
委
員
長
萩
野
幸
弘
議
員
、
副
委
員
長
菊
池
美
也
議
員
）

は
、
条
例
18
件
、
予
算
16
件
、
そ
の
他
11
件
に
つ
い
て
付
託

を
受
け
、
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
委
員
会
で
は
、
今
後
の
施
策
全
般
に
わ
た
り
活
発
な
質

疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
全
45
議
案
が
原
案
の

と
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

予
算
等
審
査

特
別
委
員
会

ま
も
な
く
オ
ー
プ
ン
予
定
の

遠
野
醸
造
の
店
舗
内
（
旧
佐

藤
酒
店
）

前回号まで掲載していました「定例会議案審議結果」については、限られた紙面を有効に使用した
いとの思いで、掲載しておりませんのでご了承ください。なお、審議結果は、遠野市ホームページ
で確認することができます。

遠野市　3 月定例会　審議結果

　

瀧
本
孝
一
議
員
が
本
年

２
月
に
総
務
大
臣
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

旧
宮
守
村
及
び
遠
野

市
の
識
見
監
査
委
員
、
平

成
26
年
11
月
か
ら
は
議
会

選
出
監
査
委
員
と
し
て
長

き
に
渡
り
、
精
力
的
に
監

査
委
員
の
任
に
あ
た
っ
て

お
り
、
そ
の
功
績
を
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

議会選出監査委員
総務大臣表彰

～お知らせ～　

　
平
成
30
年
３
月
定
例
会
が
、
２
月

20
日
に
招
集
さ
れ
、
３
月
９
日
ま
で

の
18
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
市
長
の
施
政
方

針
演
述
及
び
教
育
長
の
教
育
行
政
推

進
基
本
方
針
演
述
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
質
問
で
は
10
人
の
議
員

が
登
壇
し
、
市
政
を
問
い
ま
し
た
。

　
市
が
提
出
し
た
案
件
は
全
66
議
案

で
、
条
例
案
18
件
、
人
事
案
件
21
件
、

補
正
予
算
７
件
、
平
成
30
年
度
当
初

予
算
９
件
、そ
の
他
11
件
を
審
議
し
、

す
べ
て
全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
市
の
組
織
再
編
に

よ
り
、
遠
野
市
議
会
委
員
会
条
例
の

見
直
し
の
発
議
案
が
上
程
さ
れ
、
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

3
月
定
例
会

予算等審査特別委員会 3  月 定 例 会
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た
め
に
も
有
効
的
な
原
木

供
給
を
す
る
べ
き
で
は
。

答　
平
成
30
年
度
は
３
４

０
０
０
本
を
見
込
ん
で
い

る
。原
木
を
供
給
す
る
際
、

放
射
能
の
調
査
に
慎
重
を

期
し
て
い
る
が
、
出
荷
の

際
に
数
値
が
高
か
っ
た
り

す
る
の
で
引
き
続
き
県
と

協
議
し
て
い
く
。

市
内
２
高
校
を
堅
持

問　
高
校
魅
力
化
サ
ポ
ー

ト
事
業
の
内
容
は
。

答　
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材

の
育
成
や
資
格
の
取
得
な

ど
、
魅
力
化
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
県
立

高
校
再
編
計
画
に
対
抗
す

る
市
内
両
校
へ
の
支
援
。

平
成
30
年
度
は
、
新
た
に

通
学
支
援
補
助
事
業
に
取

り
組
む
。

問　
補
助
内
容
は
。

答　
市
内
２
校
の
生
徒
に

対
し
、
通
学
定
期
券
購
入

費
の
半
額
を
補
助
す
る
も

の
。
継
続
的
事
業
と
し
て

制
度
化
を
図
り
た
い
。

問　
県
教
委
の
再
編
判
断

要
件
は
。

答　
地
方
創
生
に
関
す
る

地
域
の
取
り
組
み
と
入
学

者
数
の
推
移
、
生
徒
増
が

存
続
の
最
も
大
切
な
条
件

で
あ
る
。

問　
追
加
支
援
策
を
打
ち

出
す
考
え
は
。

答　
下
宿
生
へ
の
補
助
の

あ
り
方
や
高
校
給
食
の
導

入
な
ど
様
々
な
角
度
か
ら

議
論
が
な
さ
れ
、
当
初
予

算
案
に
本
事
業
を
組
み
立

て
た
。
両
校
の
存
続
に
向

け
、
効
果
的
な
支
援
方
法

の
あ
り
方
に
つ
い
て
協
議

を
重
ね
る
。

共
生
社
会
の
実
現
を
目

指
し
た
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

交
流
事
業
を

問　
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し

て
の
取
り
組
み
は
。

答　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
ブ
ラ
イ
ン
ド
サ
ッ
カ
ー

（
視
覚
障
が
い
者
５
人
制

サ
ッ
カ
ー
）
の
合
宿
誘
致

を
進
め
る
。

　

７
月
に
競
技
団
体
関
係

者
が
視
察
に
訪
れ
る
の

で
、
意
見
を
基
に
バ
リ
ア

フ
リ
ー
等
の
環
境
整
備
を

進
め
た
い
。
ま
た
、
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
招
い

て
の
心
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
つ
い
て

の
国
際
理
解
に
取
り
組

む
。
締
結
書
や
覚
書
の
取

り
交
わ
し
に
つ
い
て
は
、

検
討
中
で
あ
る
。

問　
高
齢
者
や
障
が
い
者

と
そ
の
家
族
が
、
暮
ら
し

や
す
く
な
っ
た
と
実
感
で

き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
関
係
部
課
の
連

携
が
必
要
で
は
。

答　
共
生
社
会
ホ
ス
ト
タ

ウ
ン
の
登
録
も
目
指
し
取

り
組
ん
で
い
る
。
し
っ
か

り
連
携
し
共
通
認
識
を
持

っ
て
取
り
組
む
。

問　
事
業
を
通
し
て
、
何

を
残
す
か
。

答　
「
ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
、

感
動
・
勇
気
・
活
力
を
。

誰
も
が
活
躍
で
き
る
共
生

社
会
の
実
現
を
。
文
化
を

通
じ
て
、
世
界
と
つ
な
が

る
」
を
理
念
に
、
次
の
世

代
へ
残
し
た
い
。

介
護
保
険
事
業
運
営
で

人
材
の
確
保
は
万
全
か

問　
全
国
的
に
介
護
人
材

の
確
保
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
が
、
市
内
の
施
設
で

の
確
保
の
実
態
は
。

答　
今
の
と
こ
ろ
、
事
業

所
で
は
確
保
が
で
き
て
い

る
と
理
解
し
て
い
る
が
、

直
近
で
は
昨
年
、
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
１
箇
所
が
人
材

の
確
保
が
で
き
ず
に
閉
所

し
て
い
る
。

問　
老
健
施
設
や
特
養
施

設
で
の
人
材
確
保
は
厳
し

い
と
の
声
が
聞
こ
え
て
く

る
が
、
確
保
が
で
き
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
か
。

答　
入
所
施
設
で
は
介
護

職
の
人
材
は
確
保
さ
れ
て

い
る
と
理
解
し
て
い
る

が
、
看
護
師
の
確
保
は
厳

し
い
実
態
に
あ
る
の
は
そ

の
と
お
り
で
あ
る
。

問　
「
遠
野
ハ
ー
ト
フ
ル

プ
ラ
ン
２
０
１
８
」
の
重

点
施
策
に
、
介
護
人
材
不

足
へ
の
対
応
と
し
て
働
き

や
す
い
環
境
の
整
備
に
向

け
て
取
り
組
も
う
と
し
て

い
る
が
そ
の
内
容
は
。

答　
多
職
種
の
中
で
地
域

で
の
特
色
あ
る
取
り
組
み

や
市
内
に
あ
る
社
会
資
本

と
の
連
携
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
を
含
め
、
看
護
職

や
介
護
職
の
養
成
や
調
整

に
市
が
関
与
し
、
円
滑
に

進
め
て
い
く
。

提供：日本ブラインドサッカー協会

 

議
員
間
討
議
で

 

論
点
整
理

　

議
決
機
関
で
あ
る
議
会

に
は
、「
議
決
責
任
」
と
、

議
案
審
査
の
経
過
か
ら
議

決
結
果
に
つ
い
て
、
市
民

へ
の
「
説
明
責
任
」
が
あ

り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
取
り

組
む
議
会
改
革
の
一
環
と

し
て
、
そ
の
「
責
任
」
を

果
た
す
た
め
の
会
期
日
程

の
見
直
し
が
、
昨
年
12
月

定
例
会
か
ら
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

予
算
委
員
会
等
の
前
段

で
、
議
案
内
容
の
十
分
な

理
解
を
図
る
「
常
任
委
員

会
調
査
」を
行
い
、三
つ
の

常
任
委
員
会
（
総
務
・
教

育
民
生
・
産
業
建
設
）
ご

と
に
、
当
局
か
ら
聞
き
取

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
調
査
に
お
い
て

明
ら
か
に
な
っ
た
議
案
の

疑
問
点
、
意
見
の
分
か
れ

る
論
点
を
、
議
会
全
体
で

理
解
を
す
る
た
め
、
常
任

委
員
会
調
査
の
翌
日
に
は

議
員
全
員
協
議
会
を
行
い

ま
す
。

　

今
定
例
会
の
議
員
全
員

協
議
会
で
は
、
補
正
予
算

案
に
計
上
さ
れ
た
「
遠
野

み
ら
い
創
り
カ
レ
ッ
ジ
改

修
整
備
事
業
費
、
７
８
２

５
万
円
」
に
つ
い
て
、
論

点
整
理
を
行
い
ま
し
た
。

【
討
議
内
容
】

•
�

レ
ス
ト
ラ
ン
の
利
用

者
を
、
カ
レ
ッ
ジ
利

用
者
以
外
に
も
求
め

る
の
か
。

•
�

整
備
を
す
る
市
と
運

営
す
る
カ
レ
ッ
ジ
の

負
担
の
あ
り
方
は
。

•
�

黒
字
経
営
が
見
込
め

る
の
か
、
近
隣
施
設

と
競
合
し
な
い
の
か
。

•
�

地
域
住
民
と
の
合
意

形
成
は
取
れ
て
い
る

の
か
。

•
�

市
と
カ
レ
ッ
ジ
間
の

賃
貸
借
の
形
態
、
経
営

リ
ス
ク
の
考
え
方
を
明

確
に
す
る
こ
と
。

•
�

小
さ
な
拠
点
づ
く
り
事

業
と
の
整
合
性
を
図
る

こ
と
。

•
�

旧
土
淵
中
の
活
用
計
画

に
は
、
早
く
か
ら
レ
ス

ト
ラ
ン
運
営
の
構
想
が

あ
っ
た
。

　

交
わ
さ
れ
た
質
疑
、
意

見
を
基
に
、
予
算
等
審
査

特
別
委
員
会
に
お
い
て
よ

り
具
体
的
な
質
疑
が
展
開

さ
れ
ま
し
た
。（
以
下
の

記
事
参
照
▼
）

質
疑
が
集
中

み
ら
い
創
り
カ
レ
ッ
ジ

の
レ
ス
ト
ラ
ン
整
備

問　
事
業
の
内
容
は

答　
旧
土
淵
中
校
舎
の
活

用
事
業
で
、
地
元
農
産
物

を
使
用
し
た
カ
フ
ェ
レ
ス

ト
ラ
ン
と
ミ
ニ
産
直
施
設

の
整
備
計
画
。

問　
整
備
に
か
か
る
遠
野

市
の
負
担
は
。

答　
国
の
交
付
金
を
活
用

し
、
市
債
と
合
わ
せ
た
遠

野
市
の
負
担
は
約
２
７
３

０
万
円
。

問　
事
業
の
ね
ら
い
は
。

答　
現
在
、
み
ら
い
創
り

カ
レ
ッ
ジ
の
年
間
利
用
者

は
約
７
千
名
で
、
交
流
人

口
の
拡
大
や
人
材
育
成
を

図
る
一
方
、
経
済
効
果
も

生
み
出
し
て
き
た
。
カ
フ

ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
運
営
を
取

り
入
れ
、
さ
ら
な
る
経
済

の
活
性
化
を
図
る
。

　

国
道
３
４
０
号
立
丸
ト

ン
ネ
ル
開
通
に
よ
り
、
宮

古
方
面
か
ら
の
玄
関
口
と

な
り
、
お
も
て
な
し
の
機

能
強
化
に
つ
な
が
る
。

問　
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
。

答　
平
成
30
年
度
は
、
設

計
と
改
修
工
事
を
行
う
。

プ
レ
オ
ー
プ
ン
は
平
成
31

年
３
月
を
予
定
し
、
本
格

オ
ー
プ
ン
は
4
月
を
考
え

て
い
る
。

運
営
主
体
、

市
の
責
任
は

問　
レ
ス
ト
ラ
ン
の
運
営

主
体
は
。

答　
一
般
社
団
法
人
遠
野

み
ら
い
創
り
カ
レ
ッ
ジ
が

運
営
す
る
。
昨
年
、
五
日

市
マ
ル
シ
ェ
で
レ
ス
ト
ラ

ン
の
運
営
実
証
実
験
を
行

い
、
地
元
の
利
用
が
見
込

め
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の

事
業
に
至
っ
た
。

問　
収
支
計
画
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

答　
収
支
は
黒
字
を
前
提

に
、
初
年
度
の
収
益
を
３

０
０
万
円
の
目
標
設
定
。

年
毎
に
１
０
０
万
円
の
収

益
を
伸
ば
し
、
独
立
採
算

で
運
営
す
る
。

地
元
の
理
解
が
必
要

問　
近
隣
施
設
と
の
関
係

は
。

答　
競
合
し
な
い
メ
ニ
ュ

ー
を
提
供
し
、
近
隣
施
設

へ
の
波
及
効
果
も
高
ま
る

と
考
え
て
い
る
。

問　
地
域
住
民
や
関
係
団

体
と
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス（
合

意
）
を
早
く
得
る
べ
き
で

は
。

答　
地
域
の
区
長
会
へ
の

説
明
会
を
早
急
に
実
施

し
、地
域
の
理
解
を
得
て
、

住
民
も
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
進
め
る
。

カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
の
あ
り
方
を
問
う

県議会議長に要望書を手渡す

カレッジで行われた
五日市マルシェの様子

旧土淵中学校校舎を活用した
みらい創りカレッジ

予算等審査特別委員会予算等審査特別委員会
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〔
調
査
日
〕

　

平
成
30
年
１
月
19
日

〔
参
加
議
員
〕

17
名

　

平
成
29
年
10
月
厚
生
労

働
省
補
助
事
業
に
採
択
さ

れ
た
、
生
涯
現
役
促
進
地

域
連
携
事
業
の
内
容
に
つ

い
て
調
査
を
行
っ
た
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
、

労
働
力
不
足
が
話
題
と
な

っ
て
い
る
中
で
、
企
業
を

退
職
し
た
高
齢
者
が
多
く

い
る
。
こ
の
連
携
事
業
を

活
用
し
て
高
齢
者
の
就
業

意
欲
を
促
進
し
、
受
け
入

れ
る
企
業
に
理
解
を
し
て

も
ら
い
、
若
年
者
の
人
手

不
足
を
補
い
、
地
域
全
体

で
生
涯
現
役
社
会
の
実
現

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
で
あ
る
。

　

実
施
主
体
は
遠
野
市
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
、
遠
野
商
工
会
、
遠
野

職
業
訓
練
協
会
、
遠
野
市

観
光
協
会
、
遠
野
市
金
融

団
の
６
つ
の
団
体
、
組
織

で
促
進
協
議
会
が
設
立
さ

れ
た
。

　

３
年
間
の
予
算
総
額
は

約
３
８
０
０
万
円
で
あ

り
、
職
員
３
名
で
30
年
度

は
相
談
窓
口
業
務
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
作
成
、
企
業
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、
就
職

ガ
イ
ダ
ン
ス
、
各
種
セ
ミ

ナ
ー
の
開
設
、
各
種
ガ
イ

ド
の
養
成
講
座
の
開
催
を

予
定
し
て
い
る
。

　

市
民
総
ぐ
る
み
で
企
業

の
人
手
不
足
を
解
消
し
、

働
く
人
に
も
豊
か
な
第
二

の
人
生
を
送
っ
て
ほ
し
い

も
の
で
あ
る
。

〔
調
査
日
〕

　

平
成
30
年
１
月
19
日

〔
参
加
議
員
〕

　

17
名

　

第
５
回
委
員
会
を
開
催

し
、
市
当
局
か
ら
説
明
を

受
け
た
。
調
査
項
目
は
３

点
で
、
原
木
シ
イ
タ
ケ
の

取
組
状
況
と
利
用
自
粛
牧

草
の
管
理
状
況
、
そ
し
て

今
後
の
処
理
方
針
に
つ
い

て
で
あ
っ
た
。

　

原
木
シ
イ
タ
ケ
に
つ
い

て
は
、
平
成
24
年
度
か
ら

屋
内
保
管
し
て
い
る
乾
シ

イ
タ
ケ
５
ｔ
と
、
平
成
29

年
度
ま
で
原
木
を
チ
ッ
プ

処
理
し
野
積
み
保
管
し
て

い
る
１
７
５
５
ｔ
の
周
辺

空
間
線
量
は
、
ご
く
微
量

で
問
題
は
な
い
と
の
こ

と
。
水
質
調
査
で
は
不
検

出
で
あ
る
が
、
フ
レ
コ
ン

バ
ッ
グ
で
の
保
管
状
況
は

劣
化
が
心
配
さ
れ
て
お

り
、
２
次
対
策
が
必
要
と

思
わ
れ
た
。

　

利
用
自
粛
牧
草
に
つ
い

て
は
、
２
箇
所
に
集
約
さ

れ
１
１
７
０
ｔ
が
保
管
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、

1
箇
所
の
施
設
か
ら
臭
気

が
漂
い
、
防
止
対
策
が
講

じ
ら
れ
た
が
、
臭
い
が
出

る
と
思
わ
れ
る
フ
レ
コ
ン

バ
ッ
グ
の
再
ラ
ッ
プ
化
と

消
臭
シ
ー
ト
被
覆
に
つ
い

て
は
新
年
度
で
実
施
予
定

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

い
ず
れ
も
焼
却
処
理
が

基
本
で
あ
る
が
、
一
向
に

進
ま
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
。
委
員
会
と
し
て
は

保
管
後
に
一
度
も
測
定
さ

れ
て
い
な
い
物
の
放
射
性

物
質
濃
度
の
定
期
的
な
測

定
実
施
に
よ
る
公
表
と
、

他
市
町
村
が
広
域
に
取
り

組
ん
で
い
る
実
態
の
把

握
、
新
た
な
処
理
方
法
等

に
つ
い
て
検
討
を
求
め
る

こ
と
を
強
く
要
望
し
た
。

〔
視
察
日
〕

　

平
成
29
年

�

12
月
12
日
・
13
日

〔
参
加
議
員
〕

　

萩
野
幸
弘

　

多
田
勉

　

菊
池
由
紀
夫

　

瀧
澤
征
幸

　

多
田
誠
一

　

安
部
重
幸

　

新
田
勝
見

▪
全
て
の
人
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し

　

２
０
１
１
年
に
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ｕウ

ネ
Ｎ
Ｅ

Ｈハ

ウ

ス

Ａ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
、
特
定
非
営

利
活
動
法
人
Ｕウ

ネ
Ｎ
Ｅ
を
設

立
。

　

現
在
の
正
会
員
は
31

人
、賛
助
会
員
１
１
０
人
。

職
員
は
常
勤
雇
用
７
人
、

パ
ー
ト
２
人
で
、
職
員
に

は
障
が
い
者
２
人
を
含
む
。

　

現
在
の
長
岡
市
の
人
口

は
27
万
人
で
、
法
人
が
位

置
す
る
一
之
貝
地
区
は
標

高
２
５
０
㍍
、
人
口
３
０

０
人
余
で
世
帯
数
が
１
１

０
戸
の
集
落
で
あ
る
。

　

法
人
に
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ

ス
Ｕ
Ｎ
Ｅ
と
認
定
農
業
者

Ｕ
Ｎ
Ｅ
が
組
織
さ
れ
、
農

家
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ど
ぶ
ろ

く
醸
造
、
ク
ロ
モ
ジ
栽
培

な
ど
多
く
の
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
今
後
は
本

社
機
能
が
集
中
す
る
東
京

都
港
区
に
営
業
を
展
開
し

て
、
会
社
の
誘
致
Ｐ
Ｒ
に

取
り
組
む
。

▪
１
０
０
％
地
元
産
大
豆

使
用
で
油
揚
げ
（
６
次
産

業
）
の
実
績
良
好

　

あ
げ
家
松
兵
衛
は
創
業

３
年
目
。
地
場
の
高
品
質

大
豆
を
活
か
し
た
事
業
に

思
い
を
強
く
し
て
取
り
組

ん
だ
。

　

製
造
工
程
の
見
学
ス
ペ

ー
ス
を
設
け
、
研
修
を
受

け
入
れ
る
事
業
者
と
し
て

紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

安
全
性
は
も
ち
ろ
ん
、

味
や
品
質
を
追
求
し
、
地

元
か
ら
厳
選
し
た
１
０
０

％
の
「
新
潟
県
産
大
豆
」

と
「
天
然
に
が
り
」
を
使

用
。
大
豆
の
中
で
も
一
番

高
い
単
価
（
キ
ロ
５
０
０

０
円
）
で
購
入
、
１
日
１

８
０
キ
ロ
を
加
工
。
二
度

揚
げ
製
法
に
よ
り
優
れ
た

商
品
化
が
実
現
し
た
。

　

販
売
は
ネ
ッ
ト
販
売
も

手
掛
け
、
着
実
に
販
売
実

績
を
伸
ば
し
て
い
る
。

　

地
元
生
産
農
家
の
活
力

に
つ
な
が
る
な
ど
効
果
が

現
れ
て
い
る
。

市政調査会

放射能汚染対
策調査特別委
員会報告

議 員 有 志
新潟県長岡市

を視察

学んで行動する議会へ

保管されている乾燥シイタケ

【日程と会場】　どの会場にも参加可能です。事前の申し込みは不要です。

4 月 23日（月） 4月 24日（火） 4月 25日（水） 4月 26日（木） 4月 27日（金）

１ 

班
鱒　沢

19時から20時半
老人いこいの家

宮　守
19時から20時半
みやもりホール

附馬牛
14時から15時半
地区センター和室

遠　野
18時半から20時
本庁舎大会議室

２ 

班
松　崎

19時から20時半
地区センター会議室

上　郷
18時半から20時
第３会議室

綾　織
14時から15時半
地区センター和室

３ 

班
達曽部

18時半から20時
地区センター研修室

土　淵
19時から20時半
地区センター和室

小　友
19時から20時半
地区センター和室

青　笹
18時半から20時
地区センター会議室

【�懇談のテーマと方式】　遠野市の直面している「少子高齢化」に対して、子どもを産み育てやすい
支援策、高齢世代が安心して暮せる方策などについてご意見をいただきます。一問一答方式ではなく、
グループごとに自由な意見交換のできるワールドカフェ方式で行います。

　遠野市議会は、平成24年に議会基本条例を制定し、積極的な情報公開、多くの市民の声を聞き、議
員間の討議を重ね、市民に信頼される「開かれた議会」を目指して、毎年、市民との懇談会を開催して
きました。多くの市民にご参加いただき、市の政策に反映させる貴重なご意見をお聞かせください。

「遠野のコレカラをみんなで考えよう」
平成30年度市民と議会との懇談会のお知らせ

あ
げ
家
松
兵
衛
の
工
場
内

視 察 報 告 調 査 報 告
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市 民 の声   このコーナーでは、市民のみなさまから議会に寄せられたご意見等について一部ご
紹介します。（文章は、原文のままですが、長い場合は抜粋して掲載しています。）

遠野テレビで市議会を見ています。議
会だよりを楽しみに読んでいます。課室
等の再編スリム化わかりやすさ興味あり
ます。� （大工町　82歳　女性）

市議会だより楽しみに拝見致
しております。知らない事を
議会だよりで見ております。
� （松崎町　63歳　女性）

平成30年もスタートしました。市民の皆さん心新たに暮らしている
と思います。私もみなさんに助けていただいて暮らしております。冬
は仕事が無いので、新聞を読んだり手紙を書いたりクイズを出したり、
ボケ防止をしています。� （宮守町　80歳　女性）

平成30年度は遠野市の大きな転換期でもあり飛躍へと
踏み出す年であり、市民の為に何ができるのか、又、し
なければならないのか、問題、課題をひとつひとつ市民
の為よろしくお願いします。� （上組町　66歳　男性）

百
聞
は
一
見
に
如
か
ず

　

１
月
９
日
か
ら
14
日
ま
で
、
姉
妹
都
市
締
結
し
た

ば
か
り
の
米
国
チ
ャ
タ
ヌ
ー
ガ
市
へ
公
式
訪
問
団
の

一
人
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

４
泊
６
日
と
い
う
短
期
間
で
し
た
が
意
義
あ
る
も

の
で
し
た
。
今
ま
で
中
学
生
、
高
校
生
の
海
外
派
遣

交
流
事
業
を
見
学
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、
多

感
な
時
期
に
海
外
の
人
、
文
化
、
歴
史
に
触
れ
る
こ

と
は
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
お
い
て
得
る
も
の
は
大
き

く
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
、
学
校
、
言
葉
を
通
し
て
お

互
い
に
心
を
開
き
、
話
し
合
え
た
こ
と
は
、
一
生
の

宝
物
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

現
地
で
は
議
場
を
拝
見
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た

が
、「
議
場
」
は
、
当
局
と
議
員
の
議
論
の
場
で
は

な
く
、
９
人
の
議
員
が
多
く
の
市
民
と
多
種
多
様
な

課
題
に
つ
い
て
懇
談
す
る
場
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

内
容
を
市
当
局
が
傍
聴
し
て
政
策
づ
く
り
を
す
る
と

の
こ
と
で
、
仕
組
み
の
違
い
を
感
じ
ま
し
た
。

　

同
行
し
て
い
た
だ
い
た
「
遠
野
物
語
」
の
英
訳
者

の
ロ
ナ
ル
ド・Ａ・モ
ー
ス
氏
に
よ
る
と
、
市
長
、
州

知
事
、
大
統
領
と
い
っ
た
首
長
の
権
限
が
強
く
、
選

挙
に
お
い
て
も
大
き
な
選
挙
ほ
ど
投
票
率
が
高
い
そ

う
で
す
。
地
方
選
挙
よ
り
国
政
選
挙
の
投
票
率
の
方

が
低
い
日
本
の
実
情
と
は
大
き
な
違
い
が
あ
り
、
有

権
者
の
選
挙
に
対
す
る
意
識
の
違
い
を
知
り
ま
し
た
。

　

歓
迎
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
ア
ン
デ
ィ
ー
・
バ
ー
ク

市
長
が
３
人
の
市
議
会
議
員
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
と
て
も
遠
野
市
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
大
き
な
手
で
私
の
手
を
握
り
な
が
ら
、
ぜ
ひ
行

っ
て
み
た
い
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
両
市
の
交
流
が
さ
ら
に
深
く
、
長
く
続
く

こ
と
を
確
信
し
た
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

�

議
長　

新
田
勝
見

チャタヌーガ市公式訪問報告
▶
チ
ャ
タ
ヌ
ー
ガ
市
の
議
場

　
（
議
員
側
）

◀︎
議
場
（
市
民
側
）

チ
ャ
タ
ヌ
ー
ガ
の
小
学
校
を
視
察
、

楽
し
そ
う
な
授
業
風
景
に
思
わ
ず

パ
チ
リ

チ
ャ
タ
ヌ
ー
ガ
市
議
会
議
員
と

チャタヌーガ市公式訪問報告・市民の声

一  般
質  問

萩野　幸弘　議員
P121　都市機能の集約化に関する本市の見解について

2　産業振興と都市計画区域の考え方について　
3　地方創生に係る連携協定について

小林　立栄　議員
P131　文化の継承 ･ 創造について

2　誰一人取り残さない遠野市をめざして

佐々木大三郎　議員
P141　遠野東工業団地の整備について

2　健全財政に向けた対応策について

菊池　美也　議員
P151　財務について

2　広報について
3　小さな拠点（地域）づくりについて

瀧澤　征幸　議員
P161　情報共有・公開のあり方について

2　放課後デイサービスの推進について
3　市内県立高校存続に向けた支援策について

浅沼　幸雄　議員
P171　一人暮らし対策について

2　いじめ撲滅への取組について

多田　勉　議員
P181　遠野市における所有者不明資産の現状は

2　市内建設業の将来見通しは

菊池　充　議員
P191　学校現場における働き方改革の取組について

荒川　栄悦　議員
P201　産業振興について

瀧本　孝一　議員
P211　�少子高齢・人口減少社会における農業生産基盤の

堅持について
2　学力向上と特定教科支援員について

10人の議員が市政を問う

　一般質問は、市の行政全般（一般
事務）に関し、執行者所見や疑義に
ついて質問できるものである。

　質問する議員も受ける執行機関も
十分な時間が必要なことから、事前
に質問内容を通告することとしてい
る。これは、質問と答弁がかみ合い、
より深い審議となることを目的とし
ているためである。

　質問時間は、１人30分以内で完
了することとされ、一括質問方式か
一問一答方式を選択できる。一括質
問方式の質問回数は３回まで。一問
一答方式では持ち時間内であれば何
度でも再質問ができる。

一 般 質 問 とは
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問�

　

多
く
の
人
達
の
関
わ
り

が
必
要
で
あ
る
。
遠
野
の

文
化
に
興
味
を
抱
く
き
っ

か
け
と
し
て
、
妖
怪
を
活

用
し
て
は
。

答
（
市
長
）�

　

有
効
な
戦
略
の
一
つ
で

あ
り
、
遠
野
ら
し
さ
を
基

本
と
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
開

発
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

問�

　

郷
土
芸
能
団
体
の
自
主

的
な
活
動
へ
の
支
援
、
芸

能
披
露
の
機
会
の
拡
大

等
、取
り
組
み
の
拡
充
を
。

答
（
市
長
）�

　

団
体
の
思
い
を
受
け
止

め
、
地
域
資
源
と
し
て
磨

き
を
か
け
る
こ
と
が
大
事

で
あ
る
。
新
た
な
仕
組
み

づ
く
り
に
も
取
り
組
み
た

い
。

問�

　

手
話
奉
仕
員
の
養
成
講

座
、
※
読
み
書
き
支
援
や

※
優
し
い
日
本
語
で
の
会

話
を
学
ぶ
講
習
会
を
開
催

し
て
、
人
材
の
養
成
を
。

※�

読
み
書
き
支
援
～
代
読
・
代

筆
す
る
日
常
的
な
支
援

※�

優
し
い
日
本
語
～
難
し
い
単

語
や
尊
敬
語
・
謙
譲
語
を
避

け
た
簡
単
な
日
本
語

答
（
市
長
）�

　

共
生
社
会
の
実
現
を
目

指
す
う
え
で
、
意
思
疎
通

支
援
の
充
実
は
重
要
で
あ

る
。
前
向
き
に
検
討
し
た

い
。問�

　

誰
で
も
投
票
で
き
る
環

境
整
備
の
推
進
を
。

答
（
市
長
）�

　

市
民
が
安
心
・
安
全
に

投
票
で
き
る
投
票
所
の
環

境
整
備
は
、
常
に
取
り
組

む
べ
き
課
題
で
あ
る
。※
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー

ド
の
配
備
に
つ
い
て
検
討

す
る
。
ま
た
職
員
研
修
の

機
会
を
捉
え
、
配
慮
が
必

要
な
方
へ
の
接
遇
対
応
の

向
上
に
努
め
る
。

※�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ボ
ー

ド
～
投
票
の
仕
方
や
疑
問
に

思
う
質
問
例
と
回
答
が
イ
ラ

ス
ト
付
き
で
紹
介
さ
れ
、
意

思
疎
通
に
活
用
す
る
。

問�

　
※
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
つ
い
て
、

理
解
促
進
の
取
り
組
み
を
。

※�

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
～
性
的
少
数
者
、

心
と
体
の
性
が
一
致
し
な
い

人
々
の
こ
と
。

答
（
市
長
）�

　

人
権
擁
護
委
員
協
議
会

と
も
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
き
め
細
や
か
に
取
り

組
む
。
男
女
共
同
参
画
基

本
計
画
へ
の
明
記
に
つ
い

て
、
社
会
情
勢
を
勘
案
し

な
が
ら
検
討
を
進
め
る
。

問�

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
児
童
生
徒

へ
の
配
慮
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

正
し
く
理
解
す
る
こ
と

は
、
思
春
期
を
迎
え
る
子

ど
も
達
が
差
別
や
偏
見
を

無
く
す
こ
と
に
繋
が
る
。

子
ど
も
達
の
発
達
段
階
に

あ
わ
せ
て
、
適
切
な
対
応

を
行
い
た
い
。

問�
 

※
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
掲
げ
る

目
標
を
取
り
入
れ
つ
つ
、

さ
ら
な
る
Ｅ
Ｓ
Ｄ
教
育
の

推
進
を
。

※�

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
～
２
０
３
０
年
を

期
限
と
す
る
国
際
社
会
全
体

の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
。

17
の
目
標
と
１
６
９
項
目
の

達
成
基
準
。「
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
」
が
基
本
理
念
。

答
（
教
育
長
）�

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
目
標
と
し

て
掲
げ
て
い
る
気
候
変
動

や
生
物
多
様
性
、
人
権
な

ど
学
ん
で
い
る
。
ま
た
、

持
続
可
能
な
社
会
の
創
り

手
を
育
む
教
育
で
あ
る
Ｅ

Ｓ
Ｄ
の
授
業
を
、
遠
野
ユ

ネ
ス
コ
協
会
の
協
力
に
よ

り
実
施
し
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
関
係
機
関
・

団
体
の
協
力
を
得
て
取
り

組
み
を
進
め
る
。

文
化
の

継
承・創
造
を

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

遠
野
市
を
め
ざ
し
て

小林 立栄  議員
（無会派）
一問一答方式

問�

　

国
が
地
方
に
お
け
る
都

市
機
能
の
集
約
化
を
後
押

し
す
る
方
針
を
打
ち
出
し

た
が
、
本
市
の
見
解
は
。

答
（
市
長
）�

　

国
の
都
市
再
生
整
備
計

画
事
業
に
は
①
通
常
事
業

と
②
都
市
再
構
築
戦
略
事

業
の
２
つ
の
補
助
事
業
が

あ
り
、
今
回
取
り
組
み
を

強
化
し
た
の
は
②
で
あ

る
。
②
の
対
象
地
区
は
市

町
村
の
都
市
計
画
区
内
で

あ
り
、
人
口
集
中
地
区
要

件
（
１
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
以
内
に
４
千
人
以
上
）

と
交
通
要
件
（
鉄
道
・
バ

ス
の
ピ
ー
ク
時
の
運
行
本

数
片
道
３
本
以
上
）
の
２

つ
の
要
件
が
あ
る
が
、
本

市
は
両
方
の
要
件
を
満
た

す
こ
と
が
で
き
ず
、
こ
れ

ま
で
も
①
を
選
択
し
て
国

庫
補
助
率
40
％
を
得
て
ま

ち
な
か
再
生
の
事
業
を
進

め
て
き
た
。

問�
　

都
市
機
能
を
集

約
さ
せ
れ
ば
利
便

性
等
が
向
上
す
る

が
、
豊
か
な
自
然

や
田
園
風
景
と
い

っ
た
遠
野
ら
し
さ

を
否
定
す
る
こ
と

に
も
繋
が
り
か
ね

な
い
。
市
長
の
見

解
は
。

答
（
市
長
）�

　

本
市
で
は
カ
ン
ト
リ
ー

パ
ー
ク
構
想
に
基
づ
き
地

区
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し

た
地
域
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
き
た
歴
史
が
あ
る
。

地
域
に
よ
っ
て
は
ま
ち
機

能
の
集
約
化
を
進
め
な
が

ら
も
地
区
セ
ン
タ
ー
を
中

心
と
し
た
「
小
さ
な
拠
点

づ
く
り
」
と
バ
ラ
ン
ス
を

と
り
な
が
ら
知
恵
を
出

し
、
市
民
合
意
の
も
と
で

進
め
て
い
き
た
い
。

問�

　

本
市
は
現
在
、
全
産
業

で
人
材
不
足
が
深
刻
化
し

て
い
る
。
遠
野
東
工
業
団

地
の
拡
張
整
備
事
業
と
人

材
不
足
解
消
対
策
は
同
時

進
行
し
な
け
れ
ば
意
味
が

な
い
の
で
は
。

答
（
市
長
）�

　

雇
用
対
策
は
、
こ
れ
ま

で
も
試
行
錯
誤
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の

経
緯
を
踏
ま
え
つ
つ
、
高

速
交
通
網
の
整
備
に
伴
う

物
流
環
境
の
変
化
に
対
応

し
な
が
ら
、
企
業
が
人
を

呼
ぶ
の
を
待
つ
の
で
は
な

く
、
家
賃
補
助
な
ど
の
財

源
を
工
面
し
な
が
ら
、
積

極
的
な
取
り
組
み
を
進
め

た
い
。

問�

　

民
間
資
本
を
活
用
し
遠

野
東
工
業
団
地
周
辺
を
ベ

ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
整
備

し
て
は
ど
う
か
。

答
（
市
長
）�

　

ご
指
摘
の
と
お
り
民
間

活
力
で
事
業
展
開
す
る
こ

と
が
一
番
の
理
想
だ
。
今

後
も
ス
ピ
ー
ド
と
即
効
性

を
意
識
し
な
が
ら
取
り
組

む
。

萩野 幸弘  議員
（躍進とおの）

都
市
機
能
集
約
化
の
動
き
に

対
す
る
本
市
の
見
解
を
問
う

工
業
団
地
整
備
と

人
材
不
足
解
消
対

策
は
同
時
進
行
で

一問一答方式

その他の質問

◦�地方創生に係る連携協定
について

都市機能維持と自然景観の両立が今後の課題

援助や配慮が必要なことを知らせる
「ヘルプマーク」「おねがいカード」

市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）
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問�

　

平
成
28
年
度
決
算
に
基

づ
い
た
市
の
財
務
書
類
が

作
成
さ
れ
た
。

　

貸
借
対
照
表
で
は
、「
資

産
」
全
体
に
対
す
る
、
将

来
世
代
の
負
担
と
な
る

「
負
債
」
と
、
こ
れ
ま
で

の
世
代
が
負
担
し
て
き
た

「
純
資
産
」
の
割
合
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

過
去
・
現
在
・
将
来
の

各
世
代
間
の
負
担
割
合
を

市
長
は
ど
う
捉
え
る
か
。

答
（
市
長
）�

　

負
債
が
４
割
に
対
し
、

純
資
産
が
6
割
。
現
世
代

の
負
担
が
大
き
い
こ
と
が

読
み
取
れ
る
。

　
「
※
社
会
資
本
形
成
の

過
去
及
び
現
世
代
負
担

率
」「
※
社
会
資
本
形
成

の
将
来
世
代
負
担
率
」
も

併
せ
て
公
表
し
て
い
る

が
、
い
ず
れ
の
指
標
も
本

市
は
標
準
的
な
水
準
に
あ

る
。

　

少
な
く
と
も
、
現
世
代

の
負
担
を
過
度
に
先
送
り

す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
て

い
な
い
。
現
在
の
財
政
状

況
と
し
て
、
各
世
代
の
負

担
に
つ
い
て
は
、
適
当
な

割
合
で
あ
る
と
判
断
し
て

い
る
。

問�

　

財
務
報
告
で
は
、「
適

正
な
コ
ス
ト
に
よ
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
将
来
世
代
の

負
担
を
減
ら
す
た
め
に

は
、
行
政
コ
ス
ト
を
抑
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一

方
、
行
政
コ
ス
ト
を
抑
制

し
た
結
果
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
質
と
量
が
落
ち
て
し

ま
っ
て
は
、
現
在
世
代
の

満
足
度
が
低
く
な
る
。

　

持
続
可
能
な
遠
野
で
あ

る
た
め
に
は
、
両
方
の
良

い
と
こ
取
り
の
考
え
に
は

限
界
が
近
づ
い
て
い
る
の

で
は
。

答
（
市
長
）�

　

市
民
一
人
当
た
り
に
、

ど
れ
だ
け
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
提
供
さ
れ
た
か
を
示

す
値
と
し
て
、「
純
経
常

行
政
コ
ス
ト
」
と
い
う
数

値
が
あ
る
。
平
成
28
年
度

決
算
に
お
け
る
本
市
の
数

値
は
66
万
円
。
平
成
27
年

度
は
62
万
円
。
前
年
度
と

比
べ
約
４
万
円
増
加
し
て

い
る
。

　

行
政
コ
ス
ト
の
増
加
は
、

サ
ー
ビ
ス
水
準
が
高
く
な

る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、

現
世
代
の
負
担
が
低
く
な

り
、
将
来
世
代
の
負
担
が

高
く
な
る
こ
と
も
意
味
す

る
。
各
世
代
の
負
担
に
つ

い
て
は
様
々
な
考
え
方
が

あ
る
が
、
今
後
に
お
い
て

も
緊
張
感
を
持
っ
て
行
財

政
運
営
に
あ
た
り
、
将
来

世
代
へ
過
度
に
負
担
を
残

す
こ
と
の
な
い
よ
う
財
政

の
健
全
化
に
努
め
る
。

今
も
大
事  

将
来
も
大
事

コ
ス
ト
抑
制
と

サ
ー
ビ
ス
提
供

菊池 美也  議員
（政和クラブ）

一問一答方式

問�

　

工
業
団
地
の
誘
致
戦
略

は
。答

（
市
長
）�

　

東
北
横
断
自
動
車
道
釜

石
秋
田
線
が
平
成
30
年
度

に
全
線
開
通
予
定
に
あ

り
、
本
市
へ
の
企
業
進
出

の
意
欲
が
高
ま
っ
て
き
て

い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
現

在
の
工
業
団
地
の
東
西
両

方
向
に
合
わ
せ
て
約
30 

ha
を
整
備
す
る
。

問�

　

企
業
誘
致
に
は
厳
し
い

地
域
間
競
争
が
予
想
さ
れ

る
。
こ
れ
に
勝
ち
抜
く
に

は
専
任
ス
タ
ッ
フ
の
配
置

が
必
要
で
は
。

答
（
市
長
）�

　

４
月
か
ら
専
任
職
員
を

複
数
名
配
置
し
、
組
織
的

な
企
業
支
援
体
制
を
整
え

る
。

問�

　

市
の
財
政
状
況
は
、
国

や
県
に
頼
る
依
存
財
源
が

約
３
／
４
で
、
市
が
独
自

に
確
保
で
き
る
自
主
財
源

は
１
／
４
と
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。
よ
っ
て
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の
維

持
・
向
上
を
図
り
な
が
ら
、

経
費
削
減
に
努
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
。

答
（
市
長
）�

　

職
員
数
の
縮
減
に
よ

り
、
平
成
18
年
度
36
・

２
億
円
の
人
件
費
を
、
平

成
28
年
度
に
は
29
・
５
億

円
ま
で
減
額
で
き
た
。
そ

の
他
、
補
助
金
の
見
直
し

や
、
毎
年
度
当
初
予
算
の

経
常
的
経
費
を
１
～
３
％

削
減
に
努
め
て
い
る
。

問�

　

定
型
業
務
の
更
な
る
外

部
委
託
（
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
）
を
検
討
す
べ
き
で

は
。答

（
市
長
）�

　

こ
れ
ま
で
も
推
進
に
努

め
て
き
た
が
、
今
後
も
取

り
組
み
の
広
域
化
、
共
同

化
の
推
進
に
併
せ
、
環
境

が
整
い
次
第
、
適
切
に
対

処
し
て
い
く
。

佐々木 大三郎  議員
（市民クラブ）

遠
野
東
工
業
団
地
の

整
備
要
件
は

健
全
財
政
に
向
け
た

対
応
策
は

一問一答方式

問�

　

市
内
企
業
か
ら
の
求
人

充
足
率
は
31
・
1
％
と
人

手
不
足
は
深
刻
化
し
て
い

る
。
そ
の
打
開
策
は
。

答
（
市
長
）�

　

遠
野
の
快
適
な
住
環
境

や
、
教
育
・
福
祉
面
の
素

晴
ら
し
さ
、
災
害
に

強
い
面
な
ど
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
通
し
て
情

報
発
信
す
る
。

問�
　

企
業
誘
致
対
策
に

は
、
若
者
の
地
元
定

着
や
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

者
対
応
、
少
子
化
対

策
と
子
育
て
支
援
住

宅
の
整
備
を
セ
ッ
ト

で
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
、
上

郷
町
と
宮
守
町
の
住

宅
整
備
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

答
（
市
長
）�

　

提
言
の
と
お
り
セ
ッ
ト

で
検
討
中
で
あ
る
。
上
郷

町
の
住
宅
整
備
は
用
地
と

建
物
構
造
等
に
つ
い
て
企

業
の
ニ
ー
ズ
等
を
調
査
・

分
析
中
で
あ
る
。
宮
守
町

は
平
成
28
年
度
に
用
地
を

取
得
し
、
事
業
を
進
め
て

い
る
。

公
共
資
産
形
成
の
た
め
の
コ
ス

ト
を
多
く
負
担
し
た
こ
と
を
意

味
す
る
。

一
般
的
に
50
～
90
％
が
標
準
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
本
市

は
約
70
％
。

※�

社
会
資
本
形
成
の
将
来
世

代
負
担
率
・
・
・

こ
の
数
値
が
高
け
れ
ば
、
将
来

世
代
が
有
形
固
定
資
産
の
形

成
コ
ス
ト
を
多
く
負
担
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す

る
。

人
口
３
～
10
万
人
規
模
の
平

均
28
・
９
％
に
対
し
、
本
市
は

28
・
７
％
。

※�

社
会
資
本
形
成
の
過
去
及

び
現
役
世
代
負
担
比
率
・・・

有
形
固
定
資
産
の
う
ち
、
ど
の

程
度
が
正
味
の
資
産
で
あ
る
か

を
示
す
指
標
。
こ
の
数
値
が
高

け
れ
ば
、
過
去
及
び
現
世
代
が

遠野東工業団地の開発エリア

◇平成28年度普通会計決算における貸借対照表

将来世代に引継ぐ
社会資本など

将来世代の負担分

現世代の負担分

［ 借 方 ］ ［ 貸 方 ］

資　産
（812億円）

負　債
（289億円）

純資産
（523億円）

＝ +

4割

6割

市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）
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問�

　

本
年
一
月
に
市
内
３
中

学
校
の
生
徒
が
「
全
国
い

じ
め
問
題
子
供
サ
ミ
ッ

ト
」
に
参
加
し
た
が
、
そ

の
詳
細
は
。

答
（
教
育
長
）�

　
「
全
国
い
じ
め
問
題
子

供
サ
ミ
ッ
ト
」
は
、
い
じ

め
問
題
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
全
国
の
児
童

生
徒
が
集
ま
り
、
全
国
の

多
様
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
情
報
交
換
す
る
と
と
も

に
、
交
流
を
通
じ
て
、
い

じ
め
問
題
に
取
り
組
む
地

域
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
文
部

科
学
省
が
開
催
し
て
い
る
。

　

遠
野
市
か
ら
は
、
平
成

27
年
度
に
遠
野
西
中
学
校

の
生
徒
３
名
が
参
加
し
、

こ
の
生
徒
達
が
サ
ミ
ッ
ト

で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
基

に
、
昨
年
３
月
に
市
内
３

中
学
校
の
生
徒
会
役
員
が

集
ま
り
、
い
じ
め
の
防
止

に
つ
い
て
自
ら
考
え
、
話

し
合
い
が
行
わ
れ
、
そ
の

結
果
そ
れ
ぞ
れ
の
中
学
校

の
リ
ー
ダ
ー
が
中
心
と
な

っ
た
活
動
が
各
学
校
に
広

ま
り
、
い
じ
め
を
許
さ
な

い
学
校
づ
く
り
活
動
が
行

わ
れ
て
い
る
。

　

本
年
度
は
、
３
中
学
校

各
一
名
の
代
表
者
が
サ
ミ

ッ
ト
に
参
加
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
中
学
校
で
取
り
組
ま

れ
て
い
る
い
じ
め
未
然
防

止
活
動
を
、
全
国
各
地
の

子
ど
も
達
の
前
で
立
派
に

発
表
を
し
て
き
た
。

問�

　

３
中
学
校
で
取
り
組
ん

で
い
る
い
じ
め
防
止
の
活

動
を
、
市
内
小
学
校
へ
拡

大
し
て
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

今
年
度
サ
ミ
ッ
ト
に
参

加
し
た
中
学
生
か
ら
は
、

自
分
た
ち
が
学
ん
で
き
た

こ
と
を
、
小
学
生
に
も
伝

え
て
い
き
た
い
と
い
う
、

積
極
的
な
意
見
が
聞
か
れ

た
。

　

あ
る
中
学
校
区
で
は
、

サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し
た
中

学
生
の
体
験
を
通
じ
、「
い

じ
め
」
に
つ
い
て
、
小
中

学
生
が
一
緒
に
学
び
・
考

え
る
交
流
会
を
、
３
月
に

開
催
す
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
、
さ
っ
そ
く
、
具
体

的
な
活
動
へ
と
広
が
り
を

み
せ
て
お
り
、
教
育
委
員

会
で
は
、
中
学
校
区
ご
と

の
取
り
組
み
の
機
能
を
活

か
し
な
が
ら
、
学
校
と
連

携
し
て
、
児
童
生
徒
の
主

体
的
な
い
じ
め
防
止
の
活

動
を
支
援
し
て
い
く
。

い
じ
め
撲
滅
に
向
け
て

３
中
学
校
の
取
り
組
み
を

小
学
校
へ
も

浅沼 幸雄  議員
（政和クラブ）

一問一答方式

問�

　

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も

た
ち
の
放
課
後
の
居
場
所

に
つ
い
て
は
、
障
が
い
や

特
性
へ
の
配
慮
が
難
し
い

こ
と
、
発
達
を
考
慮
し
た

活
動
が
組
み
に
く
い
こ
と

な
ど
が
あ
り
、
放
課
後
の

居
場
所
と
し
て
最
善
と
は

言
え
な
い
状
況
下
に
お
か

れ
て
き
た
と
理
解
し
て
い

る
。

　

こ
の
４
月
か
ら
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
が
市
内
２
カ
所
の

建
物
を
借
用
し
て
放
課
後

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
施
設
を

構
え
る
と
の
こ
と
だ
が
、

子
育
て
す
る
な
ら
遠
野
を

標
ぼ
う
す
る
遠
野
市
と
し

て
、
こ
の
事
業
へ
の
支
援

の
手
を
差
し
伸
べ
て
い
く

べ
き
と
考
え
る
が
。

答
（
市
長
）�

　

市
と
し
て
は
、
児
童
館

及
び
児
童
ク
ラ
ブ
の
遊
び

の
指
導
員
に
対
し
、
発
達

障
害
児
童
等
へ
の
対
応
に

係
る
専
門
的
な
研
修
を
実

施
す
る
な
ど
し
て
き
た
。

　

ま
た
、
障
が
い
の
あ
る

児
童
の
保
護
者
等
に
よ
り

組
織
さ
れ
て
い
る
「
い
っ

ぽ
い
っ
ぽ
の
会
」
の
総
会

や
毎
月
の
定
例
会
等
に
も

出
席
し
、
情
報
の
共
有
を

図
っ
て
き
た
。

　

今
後
も
、
当
該
法
人
を

含
め
て
よ
り
一
層
の
情
報

交
換
を
重
ね
、
き
め
細
か

く
対
応
で
き
る
よ
う
寄
り

添
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問�

　
「
高
校
魅
力
化
サ
ポ
ー

ト
事
業
」
を
ど
の
よ
う
に

推
進
し
て
い
く
の
か
。

答
（
教
育
長
）�

　

遠
野
高
校
、
遠
野
緑
峰

高
校
両
校
の
全
国
的
な
活

躍
は
顕
著
で
、
内
外
か
ら

高
い
評
価
を
得
て
お
り
、

今
後
も
海
外
派
遣
の
拡

大
、
交
通
費
補
助
な
ど
の

事
業
を
展
開
し
、
し
っ
か

り
両
校
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
く
。

問�
　

県
教
委
で
は
、
高
校
標

準
法
に
基
づ
く
数
値
に
依

然
と
し
て
固
執
し
て
お

り
、
県
教
委
の
動
き
の
具

体
が
現
状
で
は
見
え
な
い

が
。

答
（
市
長
）�

　

本
市
に
お
い
て
は
、
市

民
団
体
に
よ
る
１
万
筆
を

超
え
る
高
校
再
編
に
係
る

署
名
簿
と
併
せ
、
市
と
市

議
会
の
連
名
で
県
教
育
長

及
び
県
議
会
議
長
に
要
望

書
を
提
出
、
県
議
会
定
例

会
本
会
議
に
お
い
て
は
全

会
一
致
に
よ
り
採
択
を
得

て
い
る
。

　

今
後
は
、
県
内
の
同
状

況
下
の
市
町
村
と
連
携
を

と
り
存
続
に
向
け
て
取
り

組
む
。

瀧澤 征幸  議員
（躍進とおの）

放
課
後
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を

ど
う
進
め
る
の
か

県
立
高
校
存
続
の
手
立
て
は

一問一答方式

その他の質問

◦�情報共有・公開のあり方
について

その他の質問

◦�当市における高齢者一人
暮らし及び二人暮らし対
策について

全国いじめ問題子供サミットで事例発表する市内３中学校の生徒の皆さん 市教育委員会事務局「中高連携サポート室」ＨＰからの情報発信

市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）
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問�

　

市
内
小
中
学
校
ご
と
に

お
け
る
衛
生
委
員
会
の
設

置
と
開
催
状
況
の
実
態
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

各
小
中
学
校
で
は
、
副

校
長
を
衛
生
推
進
者
に
選

任
し
、
学
校
独
自
で
組
織

し
て
い
る
衛
生
委
員
会
や

毎
月
の
職
員
会
議
で
、
業

務
や
環
境
の
改
善
に
関
す

る
意
見
を
聴
く
機
会
を
設

け
る
と
と
も
に
、
ノ
ー
残

業
デ
ー
を
設
け
る
な
ど
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い

る
。問�

　

衛
生
委
員
会
等
が
開
催

さ
れ
、
整
理
さ
れ
た
課
題

に
つ
い
て
解
決
策
に
つ
な

が
っ
て
い
る
の
か
。

答
（
教
育
長
）�

　

学
習
環
境
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
各
学
校
か
ら
の

連
絡
の
あ
っ
た
都
度
、
対

応
に
つ
い
て
検
討
し
、
可

能
な
限
り
即
時
対
応
し
て

い
る
が
、教
職
員
の
多
忙
、

負
担
の
軽
減
に
関
す
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、
今

後
重
点
的
に
、
か
つ
、
長

期
間
の
ス
パ
ン
で
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
た

め
、
教
育
委
員
会
と
学
校

現
場
と
が
連
携
し
て
対
応

し
て
い
く
。

問�

　

小
中
学
校
全
体
で
改
善

に
向
け
て
、
議
論
す
る
組

織
の
設
置
が
必
要
で
は
な

い
の
か
。

答
（
教
育
長
）�

　

教
育
委
員
会
と
学
校
教

職
員
に
よ
る
「（
仮
称
）

教
職
員
の
多
忙
負
担
軽
減

対
策
等
検
討
委
員
会｣

の

設
置
を
準
備
中
。
３
月
中

に
校
長
会
、
副
校
長
会
な

ど
に
委
員
の
推
薦
を
依
頼

し
、
平
成
30
年
度
か
ら
対

応
策
を
検
討
実
施
し
て
行

き
た
い
。

問�

　

今
年
の
教
職
員
の
月
平

均
超
過
勤
務
の
実
態
は
、

昨
年
と
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
に

あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ

れ
ま
で
に
取
り
組
ん
で
き

て
い
る
対
策
と
平
成
30
年

度
に
向
け
て
の
改
善
方
針

は
。

答
（
教
育
長
）�

　

現
在
実
施
し
て
い
る
教

職
員
の
負
担
軽
減
に
関
す

る
取
り
組
み
は
、

①
学
校
事
務
職
員
に
よ
る

事
務
の
共
同
実
施

②
就
学
時
健
診
の
保
育
所

等
と
の
合
同
実
施

③
学
校
給
食
費
の
公
会
計

化④
学
校
集
金
の
郵
便
振
替

の
導
入

で
あ
る
が
、
文
部
科
学
省

が
示
す
、「
学
校
に
お
け

る
働
き
方
改
革
」
は
、
教

職
員
の
負
担
軽
減
を
図
る

こ
と
で
、
教
職
員
一
人
ひ

と
り
の
更
な
る
成
長
に
資

す
る
と
と
も
に
、
最
終
的

に
は
、
子
ど
も
達
の
心
身

の
健
や
か
な
成
長
や
学
力

の
向
上
に
つ
な
が
る
、「
生

き
る
力
」
を
育
む
た
め
の

重
要
な
取
り
組
み
の
一
つ

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
踏

ま
え
、
よ
り
一
層
学
校
と

の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

検
討
、
実
施
し
て
ま
い
り

た
い
。

学
校
現
場
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
取
り
組
み
は

菊池 充  議員
（遠野一新会）

一問一答方式

問�

　

全
国
的
に
所
有
者
不
明

の
土
地
等
が
増
加
傾
向
に

あ
り
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
平
成
30
年
４
月
１
日

か
ら
向
う
10
年
間
の
新
た

な
森
林
整
備
計
画
が
ス
タ

ー
ト
す
る
が
、
遠
野
市
林

業
行
政
の
展
望
は
。

答
（
市
長
）�

　

私
有
林
面
積
約
３
２
４

２
７
ha
の
内
、
相
続
人
が

存
在
し
な
い
た
め
固
定
資

産
税
が
徴
収
で
き
な
い
森

林
面
積
は
約
20 

ha
（
０
・

６
％
）
で
あ
る
。
平
成
31

年
度
か
ら
の
（
仮
称
）
森

林
環
境
譲
与
税
制
度
に
よ

り
所
有
者
不
明
森
林
の
整

備
を
推
進
す
る
。

　

林
業
・
木
材
産
業
に
お

け
る
木
材
好
循
環
を
形
成

す
る
た
め
、
山
の
維
持
管

理
コ
ス
ト
等
の
課
題
対
策

を
検
討
す
る
。
ま
た
、
松

く
い
虫
被
害
の
拡
大
防
止

の
た
め
樹
種
転
換
を
行
っ

て
い
る
が
、
ナ
ラ
枯
れ
被

害
も
拡
大
し
て
お
り
、
市

内
の
一
部
が
被
害
危
険
区

域
に
入
っ
た
。
早
期
情
報

収
集
で
被
害
防
止
に
取
り

組
む
。　

問�

　

原
木
し
い
た
け
栽
培
で

未
だ
ホ
ダ
木
の
処
分
が
続

い
て
い
る
。
原
木
供
給
地

も
含
め
た
改
善
と
対
応
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答
（
市
長
）�

　

出
荷
制
限
一
部
解
除
者

は
25
名
で
、
原
木
供
給
全

体
の
約
半
数
は
国
有
林
や

市
有
林
で
あ
る
、
原
木
伐

採
時
に
放
射
性
物
質
濃
度

の
検
査
を
実
施
し
、
徹
底

し
た
管
理
を
行
っ
て
い
く
。

問�

　

市
内
建
設
業
を
取
り
巻

く
将
来
見
通
し
を
ど
の
よ

う
に
認
識
す
る
の
か
。

答
（
市
長
）�

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
旧
、
復
興
工
事
で
市
内

建
設
業
者
は
活
躍
し
て
い

る
。
東
北
横
断

自
動
車
道
で
も

市
内
業
者
が
元

請
・
下
請
け
業

者
と
な
っ
て
工

事
が
進
み
、
現

在
85
％
が
供
用

済
み
で
平
成
30

年
度
全
線
供
用

開
始
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
国
が

進
め
る
働
き
方

改
革
へ
の
対
策

と
し
て
、
生
産

性
の
向
上
を
図
る
た
め
新

し
い
技
術
の
採
用
も
検
討

し
、
市
内
業
者
に
不
利
益

を
生
じ
さ
せ
な
い
も
の
を

実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
余
裕
あ
る
工
期
の
設

定
や
現
場
代
理
人
の
兼
務

承
認
の
実
施
な
ど
、
建
設

事
業
の
課
題
解
決
と
建
設

工
事
等
の
平
準
化
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

多田 勉  議員
（躍進とおの）

所
有
者
不
明
森
林
が

20 

ha
に

建
設
工
事
等
の

平
準
化
に
取
り
組
む

一問一答方式

災害復旧の早期完成に向けて（土淵町下栃内橋）

部活動指導員の導入により、多忙負担の軽減が期待される

市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）
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問�

　

本
市
の
基
幹
産
業
で
あ

る
第
一
次
産
業
の
生
産
基

盤
の
現
状
や
、
集
落
営
農

等
の
実
態
は
。

答
（
市
長
）�

　

平
成
27
年
の
農
業
セ
ン

サ
ス
で
は
、
耕
地
面
積
７

１
０
０
ha
、（
水
田
３
９

３
０
ha
、
畑
地
３
１
７
０

ha
）
で
生
産
基
盤
の
基
本

と
な
り
、
農
家
数
は
減
少

傾
向
の
約
２
８
７
０
戸
、

農
業
生
産
額
は
耕
種
・
畜

産
・
特
用
林
産
物
等
で
約

76
億
３
千
万
円
と
な
る
。

　

集
落
営
農
組
織
は
20
団

体
中
３
組
織
が
法
人
化
さ

れ
、
農
地
の
約
８
０
０
ha

が
集
約
さ
れ
て
い
る
が
、

条
件
不
利
地
域
も
多
く
全

域
を
カ
バ
ー
す
る
に
至
っ

て
い
な
い
。

　

認
定
農
業
者
数
は
、
平

成
22
年
度
の
４
２
４
経
営

体
を
ピ
ー
ク
に
減
少
が
続

き
、
本
年
２
月
末
現
在
で

は
３
３
４
経
営
体
で
あ
る
。

問�

　

少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
が
進
展
す
る
中
、
本
市

の
農
業
生
産
基
盤
を
ど
の

よ
う
に
維
持
・
堅
持
す
る

の
か
。

答
（
市
長
）�

　

特
に
重
要
な
こ
と
は
、

①
集
落
組
織
と
し
て
の
持

続
可
能
な
経
営
体
の
育
成

②
担
い
手
へ
の
農
地
の
集

積③
農
地
集
積
で
余
剰
と
な

る
高
齢
者
や
女
性
な
ど
、

地
域
の
労
働
力
を
活
用
し

た
園
芸
作
物
の
振
興

④
産
直
経
営

⑤
六
次
化
商
品
開
発

な
ど
、
集
落
営
農
組
織
を

中
心
と
し
た
地
域
の
多
様

な
取
り
組
み
に
よ
る
農
業

の
可
能
性
の
拡
大
で
あ
る
。

問�

　

市
内
小
中
学
校
児
童
生

徒
の
家
庭
教
師
や
学
習
塾

通
い
の
実
態
の
把
握
と
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
利
用
に
よ
る

学
力
へ
の
影
響
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

学
習
塾
通
い
等
の
調
査

は
行
っ
て
お
ら
ず
、
教
育

委
員
会
で
も
具
体
的
な
数

値
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　

携
帯
や
ス
マ
ホ
、
Ｐ
Ｃ

ゲ
ー
ム
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

使
用
に
よ
る
学
習
時
間
や

学
力
へ
の
影
響
に
つ
い
て

は
、
中
学
校
が
県
平
均
よ

り
ポ
イ
ン
ト
が
高
く
、
長

時
間
使
用
し
て
い
る
児
童

生
徒
ほ
ど
正
答
率
が
低
い

傾
向
に
あ
り
、
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問�

　

特
定
教
科
学
習
支
援
員

の
配
置
状
況
と
、
効
果
や

今
後
の
増
員
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

平
成
28
年
４
月
よ
り
市

内
３
中
学
校
１
年
生
の
数

学
に
１
名
ず
つ
配
置
。

　

効
果
は
生
徒
の
理
解
が

深
ま
る
な
ど
着
実
に
学
力

の
伸
び
が
見
ら
れ
、
平
成

30
年
度
は
規
模
の
大
き
い

中
学
校
に
支
援
員
を
１
名

増
員
し
、
４
名
体
制
で
生

徒
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添

っ
た
学
習
サ
ポ
ー
ト
体
制

の
充
実
を
図
る
。

農
業
生
産
基
盤
の

実
態
と
将
来
像
は

学
力
向
上
の
取
り
組
み
と

特
定
教
科
支
援
員
の
増
員
は

瀧本 孝一  議員
（市民クラブ）

一問一答方式

荒川 栄悦  議員
（市民クラブ）

「
遠
野
市
産
業
振
興
条
例
」の

制
定
に
伴
う
効
果
と
市
の
対
応

一問一答方式

問�

　
「
遠
野
市
産
業
振
興
条

例
」
を
こ
の
時
期
に
制
定

す
る
の
は
、
今
後
、
人
口

減
少
等
に
よ
る
産
業
の
低

迷
の
打
破
を
考
え
て
総
合

的
な
産
業
振
興
を
図
る
た

め
な
の
か
。

答
（
市
長
）�

　

平
成
15
年
の
総
合
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
設
置
、
平

成
17
年
の
農
業
活
性
化
本

部
（
ア
ス
ト
）
を
立
ち
上

げ
、
平
成
26
年
に
は
六
次

産
業
推
進
本
部
の
設
置
な

ど
、
内
発
型
の
産
業
振
興

に
取
り
組
ん
で
き
た
。　

　

ま
た
、
企
業
誘
致
に
も

取
り
組
み
、
東
工
業
団
地

の
拡
張
造
成
に
至
っ
て
い

る
。

　

産
業
振
興
に
お
け
る
最

高
規
範
で
あ
る
遠
野
市
産

業
振
興
条
例
と
産
業
振
興

基
金
と
各
種
産
業
振
興
策

を
連
携
す
る
こ
と
に
よ

り
、
雇
用
を
生
み
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
た
い
。

問�

　

遠
野
市
産
業
振
興
条
例

の
実
効
を
あ
げ
る
た
め
に

も
産
業
振
興
の
基
本
計
画

が
必
要
と
思
う
が
。

答
（
市
長
）�

　

遠
野
市
で
は
遠
野
市
総

合
計
画
が
あ
り
、
遠
野
ス

タ
イ
ル
創
造
・
発
展
総
合

戦
略
も
あ
り
、
そ
の
な
か

で
個
別
計
画
と
し
て
農
林

水
産
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
（
タ

フ
ビ
ジ
ョ
ン
）
六
次
産
業

化
推
進
戦
略
、
創
業
支
援

計
画
、
観
光
推
進
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
等
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
各
種
計
画
に
整

合
性
を
持
た
せ
進
行
管
理

を
し
て
い
く
。

問�

　

地
場
産
業
の
現
状
は
厳

し
い
。
人
口
減
少
等
に
よ

る
売
り
上
げ
の
減
少
、
経

営
者
の
高
齢
化
に
よ
る
担

い
手
、
後
継
者
不
足
等
々

で
あ
る
。
手
厚
い
支
援
策

は
あ
る
の
か
。

答
（
市
長
）�

　

地
場
産
業
の
現
場
の
厳

し
さ
を
見
る
と
き
、
な
ん

ら
か
の
行
政
レ
ベ
ル
の
支

援
の
必
要
性
を
感
じ
て
い

る
。
遠
野
市
産
業
振
興
条

例
に
「
財
政
上
の
措
置
」

「
行
政
上
の
措
置
」「
金
融

上
の
措
置
」「
税
制
上
の

措
置
」
の
4
つ
の
措
置
を

明
記
し
て
お
り
、
産
業
振

興
基
金
を
利
活
用
し
商
工

会
等
様
々
な
パ
ー
ト
ナ

ー
、
団
体
と
連
携
し
総
合

力
で
支
援
を
し
て
い
く
。

そ
う
し
た
中
で
遠
野
市
産

業
振
興
条
例
も
単
な
る
理

念
条
例
と
せ
ず
進
化
を
さ

せ
て
い
く
。
さ
ら
に
、
地

元
優
先
の
方
向
性
を
持
っ

た
条
例
、
例
え
ば
「
生
業

条
例
」
を
考
え
て
い
る
。遠野駅前通り、中心市街地の活性化に期待

｢永遠の日本のふるさと遠野｣ の農業生産基盤の将来像は？

市政を問う（文責本人） 市政を問う（文責本人）



　
平
成
30
年
度
「
仕
事
、子
育
て
、地

域
、ま
る
ご
と
応
援
予
算
」と
位
置
付

け
た
予
算
審
議
で
は
、
高
齢
化
と
人

口
減
少
社
会
が
進
行
す
る
中
に
あ
っ

て
、
後
継
者
対
策
、
新
規
就
農
者
対

策
、
担
い
手
の
確
保
対
策
、
集
落
営

農
対
策
、
野
生
鳥
獣
害
対
策
等
の
議

論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
折
り
し
も
約
50
年
に
わ
た
っ
て
実

施
さ
れ
て
き
た
米
の
生
産
調
整
や
直

接
支
払
交
付
金
の
廃
止
を
受
け
て
、

水
田
の
フ
ル
活
用
へ
の
対
応
に
行
政

と
Ｊ
Ａ
が
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み

が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
改
め
て
実
感

し
た
審
査
で
あ
り
ま
し
た
。

　
商
工
業
、建
設
業
、誘
致
企
業
に
お

い
て
も
後
継
者
対
策
、雇
用
の
確
保
、

人
材
の
育
成
等
同
じ
よ
う
な
課
題
を

抱
え
て
お
り
、
文
頭
の
位
置
付
け
が

確
実
に
実
行
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

な
が
ら
、
市
民
目
線
で
分
か
り
や
す

い
議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
心
掛
け
て

ま
い
り
ま
す
。�

（
充
）

議
会
へ
の
提
言
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す！

《応募方法》　クイズの答え・住所・氏名・年齢をお書き
のうえ、ハガキやメールでご応募ください。議会だより
を読んだ感想や、議会へのご意見もお書き添えください。
ご意見等は、「市民の声」のコーナーで、できるだけご紹
介させていただきます。応募者の中から、抽選で３名の
方にすずらん商品券1,000円分をお贈りします。
（当選者の発表は発送をもって代えさせて頂きます。）

《あ て 先》 〒028-0592   遠野市中央通り９番１号
　　　　　 遠野市議会事務局 宛
メールでも応募できます！！   gikai@city.tono.iwate.jp
《しめきり》　平成30年５月18日（金）（当日消印有効）

環境にやさしい
植物性100％インク
を使用しています
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遠野議会だより

～議会だより52号クイズの答え～
その①  ８部 42課　  その②  高齢者　  その③  早稲田

【発行責任者】遠野市議会議長  新田勝見　 【編集】広聴広報常任委員会No.53

広聴広報常任委員 �
  ▪委員長　 菊池 巳喜男　　 ▪副委員長　 小林 立栄
  ▪委　員　 菊池  充・照井 文雄・多田  勉・菊池 美也

　主人の転勤で遠野に来たのが４年前の春。この春
遠野を去ることになりました。遠野に越してきてすぐ
に感じたのは、朝の澄んだ冷たい空気の清々しさ、山
にしずんでいくオレンジ色のきれいな夕日、四季によ
って彩りを変化させながらまちを360°取り囲む山々、
日がしずんで暗くなると少し怖ささえ感じる静けさ、
そんな自然の豊かさでした。
　９月の遠野まつりは、まちも人も華々しくにぎやか
で、伝統的な行事に家族で参加できたことも良い思

い出です。
　子育てを中心とした私の生活は、毎日が慌しくあっ
という間。涙がでる程嬉しいことや思い出すだけで笑
ってしまうような楽しいことがたくさんあります。反
対に悲しく落ち込んでしまうこともありました。そん
な時、私の周りは大人も子どももいつも明るく元気で、
その姿には何度も何度も救われ支えられました。自然
豊かなこの土地が人々をそうさせるのでしょうか。
　子どものスポーツ少年団加入においても、親同士
が幼少期に同じ競技で汗を流し、時を経て今度はわ
が子を応援し活動する姿に触れ、土地を点々とし、昔
からの縁というものに馴染みがない私にとっては、と
ても羨ましいものでした。
　人とのつながりを大切にし、文化や伝統を重んじる
心をこれからも伝え繋いでいって欲しいものです。私
達家族を迎え入れ、関わってくださった遠野の全ての
方々に深く感謝いたします。ありがとうございました。

とおの
議会だより クイズ

●欄に適切な言葉を入れて
下さい

この議会だよりの中に答えがあるので、
最初から最後まで読んでみてください

編
　
集
　
後
　
記

わたしのひとこと

その ❶   �平成 30 年度一般会計当初予算は
	  ●●●億 8,000 万円！
その ❷   �平成30年度当初予算は、仕事、●●●、

地域、まるごと応援予算！
その ❸   �遠野市が昨年姉妹都市を締結

した米国●●●●ー●市。

平 賀  宏 美 さん
（松崎町）

このコーナーは、市民の皆様のまちづくりの夢や希望など
を掲載しています。掲載を希望される方は、お気軽に当事
務局までお申し出ください。

住所が変わりました!!!


